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１．装置の概要 

○ 地震監視装置 SW-7033 

本装置は、耐塵・防浸型の地震監視装置です。 

適合規格：IP67 
 

内蔵された静電容量型３軸加速度ピックアップにより検出した加速度信号から、気象庁の定める

計算方法による震度階（計測震度）の算出、および地震動による構造物の破壊指数である SI 値

の算出をリアルタイムで行います。 

 

○ 地震計用表示記録装置 TM-0013-A 

上記地震計を最大 3 台まで接続することができ、3 台分の地震情報の表示と記録、設定変更、 

地震計が収録した波形データの回収が行えるほか、3 台の地震計が発報した地震警報に対する 

論理判定後の出力 [ AND／OR／2 out of 3 ] が可能です。 
 

■ 警報出力 

リレー接点出力を 8 回路内蔵しており、7 段階の地震警報と、FAULT 警報（装置異常＋ 

電源断）として使用可能です。 

■ デジタル入力 

オープンコレクタまたは無電圧接点の入力を 1 回路内蔵しており、入力時の機能は以下 

どちらか切替が可能です。[ 地震警報リセット／時刻校正 ] 

■ アナログ出力 

地震計 1 台当りに DC4～20mA レベル出力を 2CH 有しており、6CH 全ての地震計出力は 

表示記録装置を介して取出し可能です。 

■ データ収録機能 

各地震計が観測した地震情報をメモリカードに記録するとともに、本体画面上で履歴一覧、

詳細履歴の表示が可能です。 

本体動作ログをメモリカードに記録するとともに、本体画面上での表示が可能です。 

各地震計が観測した地震波形データを CSV ファイルとしてメモリカードへ取り出すこと 

が可能です。 

■ 通信機能 

LAN インタフェースを装備しており、地震情報のメール送信、NTP による自動時刻校正、 

ソケット通信による地震情報出力（クライアントソフトはオプション）が可能です。 

USB インタフェースを装備しており、オプションプリンタにより地震情報の印字が可能 

です。 
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２．装置の構成 

２－１．機器構成 

 品名 型名又は寸法 数量 備考 

構 

成 

品 

地震監視装置 SW-7033 ３ 施工用プレート付属 

入出力ケーブル 長さ 5m ３ 両側コネクタ 

監視装置保護カバー 材質 SUS ３ □400×h200 

地震計用表示記録装置 

TM-0013-A 

１ ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ付属 

壁取付金具 １ 
本体取付ボルト 
M4×20、4 本付属 

壁取付板 １  

地震計用表示記録装置 
AC アダプタ 

DC ｹｰﾌﾞﾙ：1.2m 
AC ｺｰﾄﾞ ：1.8m 

１ 
ﾛｯｷﾝｸﾞﾜｲﾔｻﾄﾞﾙ付属 
（ﾌﾟﾗｸﾞ固定用） 

リレー出力ケーブル 長さ 5m １ 
端末処理： 
M3 ネジ用圧着端子 

アナログ出力 
デジタル入力ケーブル 

長さ 5m １ 
端末処理： 
M3 ネジ用圧着端子 

地震データプリンタ RP-E11 １ ﾌﾟﾘﾝﾀ用紙 2 巻付属 

プリンタ壁掛キット WLK-B01-1 １  

プリンタ接続ケーブル USB：長さ 1.8m １  

プリンタ AC アダプタ 
DC ｹｰﾌﾞﾙ：1.5m 
AC ｺｰﾄﾞ ：2.0m 

１  

地震情報表示ソフト CD-ROM １  

地震波形表示ソフト CD-ROM １  
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３．装置仕様 

３－１．地震監視装置（SW-7033） 

 １）検 知 方 式 ベクトル合成加速度による全方向無指向性検知 

 ２）内蔵ピックアップ 静電容量型３軸加速度ピックアップ 

    ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ感度：134.6mV／(m/s2)、±10％ 

 ３）加 速 度 測 定 最 大 範 囲：0 ～ 3400 Gal（3 成分ベクトル合成値） 

          NS、EW 方向：±2000 Gal 

             UD 方向：＋1000～－2000 Gal 

    定 格 範 囲：0 ～ 3000 Gal（3 成分ベクトル合成値） 

±3％ F.S.（3000 Gal） 

  周波数範囲：0.3 ～ 10 Hz、±10％ 

４）Ｓ Ｉ 値 測 定  ∗∗=

5.2

1.0
)(

4.2

1
dTThSvSI  

測定加速度より、固有周期 0.1 秒ｽﾃｯﾌﾟ、25 個の 1 自由度 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

ﾌｨﾙﾀにより速度応答ｽﾍﾟｸﾄﾙをﾘｱﾙﾀｲﾑ算出 

    最 大 範 囲：0 ～ 3200 Kine（3 成分ベクトル合成値） 

          （周期 2 秒、3400 Gal、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 2％にて） 

    定 格 範 囲：0 ～ 600 Kine（3 成分ベクトル合成値） 

          ±3％ F.S.（600 Kine） 

          （周期 1 秒、3000Gal、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ 20%にて） 

周 期 範 囲：0.1 ～ 2.5 秒（0.1 秒ステップ） 

ダンピング：2 ～ 30％（1％ステップ任意設定） 

 ５）ローパスフィルタ 30 Hz（－3 dB）、4 次バタワース特性 

 ６）Ａ ／ Ｄ 変 換 器 24 bit、100 Hz サンプリング 

 ７）データ収録  波形データ：20 件＋1 件（No.0～20） 

    保存形式：最新優先／最大優先から選択 

 ８）震度階演算方式 気象庁震度階級（1996 年制定） 

９）ア ナ ロ グ 出 力 DC4～20mA×2 点（負荷抵抗 300Ω以下） 

  加速度／ＳＩ値／震度階からそれぞれ選択 

  （震度階はフルスケール固定、1.6mA ステップ 10 段階出力） 

１０）地 震 警 報 地震を検知し、計測値が設定レベルを超えた場合に表示記録装置 

へ通知 

上限７段（ALM1～7）個別設定 

出 力 要 因：加速度／計測震度／ＳＩ値から選択 

    出 力 レ ベ ル：0.1 ～ 999.9（Gal／Kine／計測震度） 

           0.1 ステップ、0.0 は警報動作ＯＦＦ 

     リセット時間：1 ～ 9999 秒、1 秒ステップ 

           0 秒は自動リセットなし 



 
 

－ 7 － 

 

１１）地震警報リセット 内部タイマまたはデジタル入力（表示記録装置でのリセット） 

１２）Ｆ ＡＵＬＴ 警報 ハードウェア自己診断、ピックアップ自己診断、 

ピックアップテスト、装置電源断のいずれかの異常検出により出力 

１３）ﾊｰﾄﾞｳｪｱ自己診断 診 断 内 容：内部電源電圧の異常監視 

    検 出タイミ ング：常時 

１４）ピックアップテスト 診 断 内 容：テスト出力電圧診断 

 （VP テスト） 検 出タイミ ング：スケジュール（月 1 回または毎日）または 

             デジタル入力（デジタル入力設定必要） 

    スケジュール設定：スケジュール実行の ON／OFF 

日、時、分、秒の設定により月 1 回実行 

             （日付に 0 を設定すると毎日実行） 

    ※ ピックアップテスト実行中は地震監視を停止します 

１５）シ リアルＩ ／Ｆ 表示記録装置との通信 

     ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ：RS-485（2 線式半二重通信） 

     通 信 速 度：115,200 bps 

     プロトコル：Modbus（RTU モード） 

１６）時 計 精度：20 ppm（月差 50 秒）以下 

（表示記録装置と毎正時に同期） 

１７）使 用 温 度 範 囲 0 ℃ ～ ＋50 ℃ 

１８）使 用 湿 度 範 囲 10 ～ 90％RH（結露なきこと） 

１９）使 用 電 源 DC 24 V ±10％、10 W 以下 

２０）保 護 等 級 IP 67（耐塵・防浸構造） 

２１）取 付 方 法 床上設置（アンカー固定） 

２２）サ イ ズ φ178 × 118.5 mm 外形寸法図参照 

２３）質 量 約 2 kg 

２４）塗 装 色 シルバーメタリック 

２５）入 出力ケー ブル 防水コネクタ接続 
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３－２．地震計用表示記録装置（TM-0013-A） 

３－２－１．ハードウェア仕様 

 １）表示部 

サイズ  7.0 型ワイド、800 [H]×480 [V]ドット 

表示方式  TN 262,144 色カラー 

駆動方式  TFT アクティブマトリックス 

バックライト 高輝度白色 LED（OFF 時間設定、輝度調整機能あり） 

タッチパネル方式 抵抗膜方式アナログタブレット 

 

 ２）インタフェース 

地震計接続  ワンタッチロックコネクタ×3 ポート 

[SW1,SW2,SW3] （14 ピン／ソケットコンタクト） 

ピンＮｏ． 信号名称（地震計） 

1／2 電源＋ ／ 電源－ 

3／4 RS-485＋ ／ RS-485－ 

5／6 D-OUT 1 ／ D-OUT 2 

7／8 D-OUT 3 ／ D-IN 

9／10 D-GND ／ A-GND 

11／12 CH1 4-20mA ／ CH2 4-20mA 

13／14 RY-NO ／ RY-C 

 

警報出力  ワンタッチロックコネクタ（16 ピン／ピンコンタクト） 

[Relay output] リレー出力回路数：8 回路（Panasonic 社製 AQV252GA） 

 接点定格：60V－2.5A（AC／DC 兼用、ピーク値） 

   RY1～7：地震警報出力（上限 7 段の各レベル毎に論理判定） 

接点動作：監視時 開／警報時 閉 

論理判定種別：地震計 1 固定／AND／OR／2 out of 3 から選択 

   RY8：FAULT 警報出力（装置異常および電源断） 

    接点動作：正常時 閉／異常・停止時 開 

ピンＮｏ． 信号名称 

1／2 RY1-NO ／ RY1-C 

3／4 RY2-NO ／ RY2-C 

5／6 RY3-NO ／ RY3-C 

7／8 RY4-NO ／ RY4-C 

9／10 RY5-NO ／ RY5-C 

11／12 RY6-NO ／ RY6-C 

13／14 RY7-NO ／ RY7-C 

15／16 RY8-NO ／ RY8-C（常時励磁） 

※ RY1～7 は常時非励磁（警報時励磁） 
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アナログ出力・ ワンタッチロックコネクタ（16 ピン／ソケットコンタクト） 

デジタル入力 アナログ 4-20mA 出力×6CH（地震計 3 台×2CH） 

[Analog output]  負荷抵抗 300Ω以下 

   デジタル入力×1（無電圧接点） 

    開放電圧：約 10V（ViH：2.4V 以上、ViL：0.8V 以下） 

    入力パルス幅：0.2 秒以上 

    機能：警報リセット／時刻校正（時報接点） 

ピンＮｏ． 信号名称 

1／2 地震計１-CH1 4-20mA＋ ／ 4-20mA－ 

3／4 地震計１-CH2 4-20mA＋ ／ 4-20mA－ 

5／6 地震計２-CH1 4-20mA＋ ／ 4-20mA－ 

7／8 地震計２-CH2 4-20mA＋ ／ 4-20mA－ 

9／10 地震計３-CH1 4-20mA＋ ／ 4-20mA－ 

11／12 地震計３-CH2 4-20mA＋ ／ 4-20mA－ 

13／14 D-IN＋ ／ D-IN－（無電圧接点入力） 

15／16 (N.C.)  ／ (N.C.) 
 

    Ethernet  RJ45 コネクタ 

10BASE-T／100BASE-TX 

機能：地震情報のメール通知、時刻校正（NTP）、地震情報出力 
 

    USB   Type A コネクタ 

USB2.0（High Speed 対応） 

     機能：オプションプリンタによる地震情報印字 
 

    SD/MMC  SD×1 スロット 

     保存内容：地震履歴、ログデータ（自動保存） 

加速度波形データ（手動保存） 

本体動作設定ファイル（必須） 
 

    HDMI  Type A コネクタ 

     機能：本装置では未サポート 
 

    電源入力  DC ジャック（φ5.5-2.5、センタープラス） 

     ロッキングワイヤサドル付属（プラグ固定用） 
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 ３）一般仕様 

    時計   精度：20ppm（日差 2 秒）以下 

    地震計時刻管理：毎正時に本体時刻と同期 

    取付方法  壁掛け（壁取付金具、壁取付板、付属） 

    使用温度範囲 0 ～ 40℃ 

    使用湿度範囲 20 ～ 85％RH（結露なきこと） 

    使用電源  AC100-240V ±10％、100VA 以下（地震計 3 台接続時） 

    バッテリ  停電駆動時間 10 分以上（地震計 3 台接続時） 

    外形寸法  外形図参照 

    質量   表示器本体：約 2 kg（壁取付金具、板を除く） 

 

 

３－２－２．主要機能説明 

 １）警報出力 

    地震警報出力 7 段階（RY1～7）の各警報個別に論理判定種別を指定できます。 

     地震計１固定：地震計１として接続された地震計の警報状態に連動 

     AND：接続された全ての地震計が動作した場合に出力 

     OR：接続されたいずれかの地震計が動作した場合に出力 

     2 out of 3：接続された地震計の多数決動作により出力 

地震計より取得した各地震計の警報状態を、各警報段ごとに判定し 

リレー出力を制御します。 

このため表示記録装置本体には、警報レベル・リセットタイマの設定 

はありません。地震計設定で行います。 

    FAULT 警報出力 地震計異常、本体異常、本体電源断により出力します。 

     本体異常：初期化異常、メモリカード異常 

     地震計異常：初期化異常、通信異常、地震計 FAULT 検出 

 

 ２）デジタル入力 

    警報リセット 地震計で設定されたリセットタイマよりも優先して地震計の警報出力 

を一括リセットします。 

このことにより表示記録装置本体の地震警報出力もリセットされます。 

    時刻校正  表示記録装置本体時刻の±30 秒校正を行います。 

    信号入力を検出すると本体時刻を“00 秒”に設定します。 

    （校正前の本体時刻が 30 ～ 59 秒の場合、次の分に進みます） 
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 ３）収録データ 

    地震履歴  各地震計が計測した地震情報を個別に CSV ファイルとして、最大 

100 件までメモリカードに記録します。 

［記録内容］ 

     発生時刻、最大時刻、終了時刻、震度階、計測震度、 

     VEC 最大加速度、NS・EW・UD 最大加速度、SI 値 

    ログデータ  表示記録装置本体で検出した異常系イベントを txt ファイルとして 

メモリカードに記録します。 

［記録内容］ 

     発生時刻、イベントメッセージ 

    地震波形データ 地震計内部メモリに記録された地震波形データを、タッチパネルに 

よる操作を行うことで CSV ファイルとしてメモリカードへ取出し、 

記録することができます。 

［記録内容］ 
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 ４）通信（LAN、USB）  

メール通知 設定した ALM 接点出力が ON となった地震の終了時に、地震を検出 

した全ての地震計の地震情報をメール通知します。 

 通知先アドレスは 10 件まで登録できます。 

［記録内容］ 

     地震計 No. 、地震計名称、 

     発生時刻、最大時刻、終了時刻、震度階、計測震度、 

     VEC 最大加速度、NS・EW・UD 最大加速度、SI 値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NTP 時刻校正 参照する NTP サーバ名または IP アドレスを設定することで、定期的

な時刻校正が自動で行われます。 

 

地震情報出力 ソケット通信による地震情報の通知を行います。 

最大 16 台のクライアント PC からの接続を受付けます。 

「地震計状態通知」「リアルタイム地震情報」「確定地震情報」の 3 種

メッセージを出力します。 

 

プリンタ出力 オプションの USB プリンタが接続できます。 

地震終了時の「地震情報」の自動印字のほか、手動操作による、 

「本体設定」「地震計設定」の印字が可能です。 
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３－２－３．画面内容 

 １）メイン画面 

   < 地震計 3 台接続 > 

 

  地震監視中画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生中画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地震保持中画面 
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   < 地震計 1 台接続 > 

 

  地震監視中画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地震発生中画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地震保持中画面 
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 ２）画面構成・メニュー画面 

 < 画面構成 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログ表示 

履歴表示 
 

履歴詳細 
 

履歴削除 

収録データ関連 

時刻設定 

本体設定 

地震計設定 

設定印刷 

設定関連 

履歴表示 
 

履歴詳細 
 

履歴削除 

準備中 

地震発生 

地震監視中 

地震保持 

ログイン 

メニュー 

波形データ取得 

テスト 

メモリカード 

ログイン 
パスワード変更 
アップデート 

メンテナンス関連 

ソフトウェア 
アップデート 
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  < ログイン画面 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  < メニュー画面 > 
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３）収録データ関連 

    地震履歴表示 メモリカードに保存された地震履歴の一覧表示、詳細表示、履歴削除 

    ＜履歴表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜履歴詳細＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ログ表示  メモリカードに保存されたログの表示、削除 
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４）設定関連 

  ４－１）本体設定 

    接続・外部入力 地震計接続状況（チェックボックスで指定）、 

   Modbus ID 設定、表示名称設定：半角英数字 16 文字 

   デジタル入力時の機能選択 [ 警報リセット／時刻校正 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    地震警報出力 RY1～7 個別に論理判定種別を指定 

     [ 地震計１固定／AND／OR／2 out of 3 ] 

    ※ 各地震計の出力状態に応じてリレー出力を制御するため、 

      警報レベル・リセットタイマは地震計設定によります。 

    警報出力禁止 全ての警報リレー動作を正常監視状態（RY1～7：開、RY8：閉） 

に固定（禁止中は監視画面のアラーム表示灯が斜線表示） 
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    LAN 接続  ネットワーク接続状況（チェックボックスで指定）、 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、 

DNS アドレス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    メール通知  SMTP サーバ・ポート、送信元・送信先メールアドレス、 

SMTP 認証、ユーザ ID、パスワード、通知開始警報 No. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本装置ではメール送信時の暗号化 TLS/SSL または STARTTLS に対応しておりません。 

※ メール送信時に SMTP サーバが応答しなかった場合、メール送信に失敗します。 

  メール受信機能がないため、メール再送信などは行いません。 

 

 

    その他  プリンタ印字開始警報 No. 

    画面スリープ（バックライト OFF）時間、輝度調整、 

NTP 時刻校正使用状況（チェックボックスで指定）、NTP サーバ 
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  ４－２）地震計設定 

    検出トリガ・ 判定成分 [ XYZ／XY／Z ]、判定条件 [ AND／OR ]、トリガレベル 

     アナログ出力 出力種別 [ 加速度／震度階／SI 値 ]、フルスケール値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    地震警報出力 上限 7 段個別設定 

出力種別 [ 加速度／計測震度／SI 値 ]、警報レベル、リセットタイマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    VP テスト・  スケジュール実行状況 [ ON／OFF ]、スケジュール（日時） 

    SI 値ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ SI 値ダンピング定数 
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５）メンテナンス関連 

  メンテナンス項目の操作中は地震監視を停止します。 

 

   波形データ取得 各地震計に記録された地震波形データをメモリカードへ回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    警報出力テスト 各警報リレーを手動で [ ON／OFF ] 状態切替 

    VP テスト実行 各地震計の VP テストを実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    4-20mA 調整 各地震計 CH1、CH2 の 4mA、20mA 時の出力調整 

    4-20mA テスト 各地震計 CH1、CH2 の出力を任意レベルで出力 
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   その他機能  本体時刻設定 

メモリカード（取り出し・データ削除） 

ログインパスワード変更 

ソフトウェアアップデート（メモリカード使用） 

シャットダウン 
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３－３．ブロック図 

３－３－１．地震監視装置（SW-7033） 
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３－３－２．地震計用表示記録装置（TM-0013-A） 
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４．外形寸法図 

４－１．地震監視装置（SW-7033） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震検出方向 

 

N 
(CH1) 

U (CH3) 

E (CH2) 
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５．一般事項 

５－１．工事区分 

電気設備関連工事、配管関連工事および監視盤等についてお客様と当社の工事区分は次の 

通りとさせていただきます。但し、本規定以外の特別工事、立会試験及び規定の変更につき 

ましては別途協議の上取り決めさせて頂きます。 
 

お客様所掌工事区分  供給電源等の敷設、配線、配管、 

           装置の据付、結線及び関連工事 

当 社 所 掌 区 分           機器製作と御指定場所への機器搬入 
 

５－２．地震計設置場所 

装置の周囲温・湿度は 0～＋50℃、10～90％RH です。 

この範囲内であっても、次のような場所での設置・使用をしないでください。 

■ 水がかかったり、直射日光が当たる場所。 

（屋外設置の際は、保護カバーをご使用下さい。） 

■ 強い腐食性ガスのある場所 

■ 人工的な振動が発生する場所（人の出入りが多い、振動を発生する設備の近傍） 

■ 床下が中空になっている場所 
 

５－３．表示記録装置設置場所 

装置の周囲温・湿度は 0～＋40℃、20～85％RH です。 

この範囲内であっても、次のような場所での設置・使用をしないでください。 

■ 屋外または直射日光が当たる場所 

■ 温度変化により結露が発生する場所 

■ 砂塵の多い場所 

■ 振動、衝撃の多い場所 

 
 

６．保証 

本装置は厳重な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製作上の不備、材質上の不備 

などで、明らかに当社の責任による原因で故障した場合には、無償にて修理致します。ランプ等

消耗品については、除外させていただきます。 

この場合、保証期間内に限ります。保証期間は納入日より 2 年間です。但し、保証期間内 

でも次の場合は有償修理となります。 

（イ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障および損傷 

（ロ）納入後の輸送、移動、落下等による故障および損傷 

（ハ）使用上の誤り、異常電圧の印加、御客様による分解・修理・改造等により発生した故障 

および損傷 

また、保証期間満了後も迅速でかつ正確なアフターサービスを行います。但し、定期点検につ

いては、別途協議の上、取り決めさせていただきます。なお、輸出品は国内持込み修理または部

品交換となります。 
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７．地震監視装置設定値リスト 

７－１．地震監視装置1 

検出トリガ 判定成分 判定条件 
加速度検出 
レベル(Gal) 

速度検出レベル

(mKine) 

設定範囲 XYZ／XY／Z OR／AND 
0.1 ～ 99.9 

(0.0 は判定せず) 
1 ～ 999 

(0 は判定せず) 

初期設定値 XYZ OR 5.0 100 

 

アナログ出力 出力要因 フルスケール 

設定範囲 
ACC（加速度） 
SI  （ＳＩ値） 
SCL（震度階） 

10～3000 Gal 
10～3000 Kine 
固定（震度 7） 

4-20mA CH1 ACC（加速度） 1000（Gal） 

4-20mA CH2 SI  （ＳＩ値）  200（Kine） 

 

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾃｽﾄ 自動 VP テスト 日付 時刻 

設定範囲 ON／OFF 
 0（毎日） ～ 
31（毎月指定日） 

 00：00：00 ～ 
 23：59：59 

初期設定値 OFF 1  9：00：00 

 

SI 値 設定範囲 設定値 

ダンピング 2 ～ 30 ％ 20 ％ 

 

地震警報出力 
出力要因 

(地震警報のみ) 
レベル 

(地震警報のみ) 
リセット（秒） 
(地震警報のみ) 

設定範囲 
ACC（加速度） 
SI  （ＳＩ値） 

SCL（計測震度） 

0.1 ～ 999.9 
(0.0 は動作せず) 

1 ～ 9999 
(0 は動作せず) 

ＡＬＭ １ ACC（加速度）  80.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ２ ACC（加速度） 250.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ３ ACC（加速度） 400.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ４ SI  （ＳＩ値）  10.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ５ SI  （ＳＩ値）  20.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ６ SI  （ＳＩ値）  30.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ７ ACC（加速度）   0.0（Gal）   0 
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７－２．地震監視装置2 

検出トリガ 判定成分 判定条件 
加速度検出 
レベル(Gal) 

速度検出レベル

(mKine) 

設定範囲 XYZ／XY／Z OR／AND 
0.1 ～ 99.9 

(0.0 は判定せず) 
1 ～ 999 

(0 は判定せず) 

初期設定値 XYZ OR 5.0 100 

 

アナログ出力 出力要因 フルスケール 

設定範囲 
ACC（加速度） 
SI  （ＳＩ値） 
SCL（震度階） 

10～3000 Gal 
10～3000 Kine 
固定（震度 7） 

4-20mA CH1 ACC（加速度） 1000（Gal） 

4-20mA CH2 SI  （ＳＩ値）  200（Kine） 

 

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾃｽﾄ 自動 VP テスト 日付 時刻 

設定範囲 ON／OFF 
 0（毎日） ～ 
31（毎月指定日） 

 00：00：00 ～ 
 23：59：59 

初期設定値 OFF 1  9：00：00 

 

SI 値 設定範囲 設定値 

ダンピング 2 ～ 30 ％ 20 ％ 

 

地震警報出力 
出力要因 

(地震警報のみ) 
レベル 

(地震警報のみ) 
リセット（秒） 
(地震警報のみ) 

設定範囲 
ACC（加速度） 
SI  （ＳＩ値） 

SCL（計測震度） 

0.1 ～ 999.9 
(0.0 は動作せず) 

1 ～ 9999 
(0 は動作せず) 

ＡＬＭ １ ACC（加速度）  80.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ２ ACC（加速度） 250.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ３ ACC（加速度） 400.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ４ SI  （ＳＩ値）  10.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ５ SI  （ＳＩ値）  20.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ６ SI  （ＳＩ値）  30.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ７ ACC（加速度）   0.0（Gal）   0 
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７－３．地震監視装置3 

検出トリガ 判定成分 判定条件 
加速度検出 
レベル(Gal) 

速度検出レベル

(mKine) 

設定範囲 XYZ／XY／Z OR／AND 
0.1 ～ 99.9 

(0.0 は判定せず) 
1 ～ 999 

(0 は判定せず) 

初期設定値 XYZ OR 5.0 100 

 

アナログ出力 出力要因 フルスケール 

設定範囲 
ACC（加速度） 
SI  （ＳＩ値） 
SCL（震度階） 

10～3000 Gal 
10～3000 Kine 
固定（震度 7） 

4-20mA CH1 ACC（加速度） 1000（Gal） 

4-20mA CH2 SI  （ＳＩ値）  200（Kine） 

 

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾃｽﾄ 自動 VP テスト 日付 時刻 

設定範囲 ON／OFF 
 0（毎日） ～ 
31（毎月指定日） 

 00：00：00 ～ 
 23：59：59 

初期設定値 OFF 1  9：00：00 

 

SI 値 設定範囲 設定値 

ダンピング 2 ～ 30 ％ 20 ％ 

 

地震警報出力 
出力要因 

(地震警報のみ) 
レベル 

(地震警報のみ) 
リセット（秒） 
(地震警報のみ) 

設定範囲 
ACC（加速度） 
SI  （ＳＩ値） 

SCL（計測震度） 

0.1 ～ 999.9 
(0.0 は動作せず) 

1 ～ 9999 
(0 は動作せず) 

ＡＬＭ １ ACC（加速度）  80.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ２ ACC（加速度） 250.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ３ ACC（加速度） 400.0（Gal） 300 

ＡＬＭ ４ SI  （ＳＩ値）  10.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ５ SI  （ＳＩ値）  20.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ６ SI  （ＳＩ値）  30.0（Kine） 300 

ＡＬＭ ７ ACC（加速度）   0.0（Gal）   0 
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７－４．地震計用表示記録装置 

 Serial No. Modbus ID 
名称（半角：16 文字） 
  （全角： 8 文字） 

地震計 １ ********-1 1 SW-7033-1 

地震計 ２ ********-2 2 SW-7033-2 

地震計 ３ ********-3 3 SW-7033-3 
 

警報出力 設定範囲 警報出力条件 

ＡＬＭ １ 

地震計 1（固定） 
OR 

AND 
2outof3 
未使用 

OR 

ＡＬＭ ２ OR 

ＡＬＭ ３ OR 

ＡＬＭ ４ OR 

ＡＬＭ ５ OR 

ＡＬＭ ６ OR 

ＡＬＭ ７ OR 
 

その他機能 設定範囲 設定値 詳細設定値 

外部入力 
時刻校正 

警報リセット 
時刻校正  

ＬＡＮ接続 
ON／OFF 

 
IP ｱﾄﾞﾚｽ設定 

OFF 

I P ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ：192.168.1.10 
ｻﾌﾞﾈｯﾄ  ﾏｽｸ：255.255.255.0 
ｹ ﾞ ｰ ﾄ ｳ ｪ ｰ：192.168.1.1 
D N S ｻ ｰ ﾊ ﾞ：192.168.1.1 

Ｅメール通知 

0（未使用） 
1～7（ALM 連動） 

 
ﾒｰﾙｱｶｳﾝﾄ設定 

0 

SMTP ｻｰﾊﾞ：（未設定） 
SMTP ﾎﾟｰﾄ：25 
送信元ｱﾄﾞﾚｽ：TM0013SW@imv.co.jp 
送信先ｱﾄﾞﾚｽ：（未設定） 
S M T P 認 証：NONE 
ｱ ｶ ｳ ﾝ ﾄ 名：（未設定） 
ﾊ ﾟ ｽ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ：（未設定） 

プリンタ出力 
0（未使用） 

1～7（ALM 連動） 
0  

NTP サーバ 
ON／OFF 

NTP ｻｰﾊﾞ設定 
OFF （未設定） 

画面スリープ 
OFF（未使用） 

5・10・15（分） 
OFF  

画面輝度 (暗) 1・2・3 (明) 3  

パスワード 英・数 文字 [ なし ] メンテナンスメニューより設定可能 
 





TVE-4-9371
TVE-4-9371

承　認 製　図
型　式

名　称

図　番

外形寸法図

SW-52ST 保護カバー

使用材料　　SUS304 ｔ=1.5

処　　　理　　無処理（地肌）
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９－２．地震データプリンタ（RP-E11） 

 

１）プリンタ仕様 

□印字方式  感熱ラインドット方式 

□ドット密度 203 dpi（8 dots／mm） 

□最大印字速度 350 mm／sec 

□総ドット数 360 dots 

□印字幅  45 mm 

□文字種類  コードページ（14Page）、オプションフォント、ダウンロード文字、 

   外字、JIS 第一・第二水準漢字、特殊文字 

□文字構成  半角文字：24×12、16×8（H×W dots） 

   全角文字：24×24、16×16（H×W dots） 

□通信方式  USB（V2.0 準拠 FULL SPEED（12 Mbps） 

□電源  専用 AC アダプタ 

   入力：AC100V～240V、50/60Hz、出力：DC24V、2.7A 

□表示灯  3 色 LED 
 

LED 表示内容 LED（色） LED（点灯パターン） 

電源オフ － 消灯 

電源オン（印字待機） 青 点灯 

印字中 緑 点灯 

紙無しエラー 黄 点滅 

カバーオープンエラー 黄 点灯 

ハードウェアエラー 赤 点灯 

ヘッド温度エラー 紫 点灯 

電圧エラー 紫 点滅 

カッタエラー 紫 点滅 
 
□装置スイッチ 電源スイッチ／フィードスイッチ 

□動作環境  温度：5℃ ～ 45℃、 湿度：10％RH ～ 90％RH（結露なきこと） 

□耐用寿命  耐摩耗性：150 km、 オートカッタ：200 万回 

□寸法  129×129×129（W×H×D、突起部を除く） 

□質量  約 1300 g 

□設置姿勢  床面設置、壁掛設置（専用キット）：前面排紙 

 

２）感熱紙仕様 

・型 番  P-58-30 

・紙 幅  58 mm 

・ロール径  φ50 mm 以下 

・ロール長  約 30 m 

・コ ア  有り 

 

※ 感熱紙は指定のものをご使用ください。 

 指定以外の感熱紙をご使用になった場合、 

 印字品質やサーマルヘッドの寿命を保証 

 できない場合があります。 
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３）外形図 
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４）壁掛け用キット取付イメージ 
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５）地震データプリンタ機能説明 

表示記録装置本体と専用 USB ケーブルにより接続することで、地震終了時に自動的に地震 

データを印字するとともに、手動操作による履歴データの再印字や設定印字が可能です。 

電源を ON にすると、自動的に印字スタンバイ状態となりますので、他の操作は必要ありま 

せん。（出荷時のプリンタ設定を変更しないで下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震情報 

サンプル 

地震計設定 

サンプル 

本体設定 

サンプル 
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９－３．地震情報表示ソフト 

本ソフトウェアは、Windows 7、Windows 10、で動作する地震計用表示記録装置 TM-0013-SW

専用のオプションソフトウェアです。 

表示記録装置とＬＡＮ経由で接続することにより、地震発生時にＰＣ画面上に自動的に地震情

報を表示します。（画面表示内容は常に表示記録装置と連動します） 

ソフトウェアは１６拠点（パソコン 16 台）まで同時使用が可能です。 

 

※ パソコンの IP アドレスは固定アドレスでご使用ください。接続先の表示記録装置では、接

続される IP アドレスの変更が頻繁に行われることを想定していません。 

 

＜地震情報表示ソフト画面＞ 
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９－４．地震波形表示ソフト 

本ソフトウェアは、Windows 7、Windows 10、で動作する地震波形データをパソコンで活用す

るためのソフトウェアです。 

PC に取り込んだデータを、波形グラフ、FFT グラフ表示するとともに、CSV 形式ファイル 

保存および印刷が可能です。 

 

 ■ ソフトウェア機能 

・表示した波形の拡大、縮小等が可能です。 

・2 個のカーソルによる計測値が直読可能です。 

・最大値、最小値表示機能を持ち、カーソル機能と同様にオンオフが可能です。 

・画面分割数、レンジ、グラフ色等、ユーザーの希望に応じ自由な設定が可能です。 

・設定内容の複数保存、読み出しが可能です。 

・一括フィルタ処理機能にて IIR フィルタ処理、ベッセルフィルタ処理を行い、データの保存、

印刷が可能です。 

・個別チャンネルのＦＦＴ（リニア／対数）表示が可能です。 

・個別チャンネルの応答スペクトル（トリパタイト）表示が可能です。 

 

 ■ ソフトウェア画面 

＜メイン画面＞ 
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＜FFT（リニア／対数）表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜応答スペクトル（トリパタイト）表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


